予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整担当　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　E-mail：c21801@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　  99,195千円（前年度予算額：80,393千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県債
	一　般

財　源

	前年度
	80,393
	0
	0
	12,494
	0
	0
	36
	0
	67,863

	要求額
	99,195
	0
	0
	6,933
	0
	0
	3,938
	0
	88,324

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県美術館の収蔵品を展示する所蔵品展示、所蔵品によるナンヤローネ企画展、国内外の作品による多彩なテーマの企画展、等を開催するための経費を措置する。
（２）事業内容

ア　所蔵品展示費
1 所蔵品展示の運営と、所蔵作品の管理、保全。
イ　所蔵品による企画展開催費

1 日比野館長ディレクションによる新しい所蔵品展示の展開。
「ナンヤローネ・プロジェクト」
ウ　企画展開催費

1 日本画の逆襲（仮称）
平成29年7月15日（土）～8月27日（日）　38日間

2 １９８０年代展（仮称）

　　平成29年9月8日（金）～10月29日（日）　38日間

3 ディアスポラ・ナウ展（仮称）

　　平成29年11月10
日（金）～平成30年1月8日（月・祝）　45日間
エ　所蔵品展示室を使った連携企画

1 IAMAS ARTIST FILE #5

 平成29年7月22日（土）～8月20日（日）　26日間
オ　「アートまるケット」No.3　開催費
　　　　平成29年8月中旬～10月下旬
カ　鑑賞環境整備費

1 　ARシステムによる鑑賞環境整備
2 　作品展示補助のための展示モニター整備

3 　館外展示及び情報配信のための映像製作委託

キ　企画展準備費

1 　平成30年度以降の企画展の準備、調査。

2 　平成30年度の県内外での所蔵品展示のための調査・打合せ。
3 　平成30年度の所蔵品特別展のための作品修復。
（３）県負担・補助率の考え方

　　県民が等しく文化芸術に関わる機会を創出するものであり、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無

　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	4,307
	監視員賃金、共済費、関連事業講師報償費

	旅費
	3,033
	打ち合わせ旅費、講師旅費

	需用費
	10,049
	展示用消耗品費、会議費、印刷製本費、光熱水費

	役務費
	2,075
	通信運搬費

	委託料
	59,061
	作品輸送展示作業、パネル等ディスプレイ作成

	その他
	20,670
	著作権使用料、展示室用備品購入費

	合計
	99,195
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性

　　県有施設の主催事業に要する経費を措置するものであり、県の関与が妥当である。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
・県民が文化芸術に親しむ機会を充実させる。

・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、新しい文化の担い手を育成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


○指標を設定することができない場合の理由
	数値として表れるものとして観覧者数があるが、展覧会は内容や開催規模、時期によって動員数に大きな差がある。また年度ごとに開催本数や期間も異なるため、年間の業務全体を比較して達成度を図るような基準数値は存在しない。マスコミ等の反響についても、指標としての数値化は困難。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）所蔵品展示　観覧者数 21,526人（H28.11月末現在）
（２）企画展の開催（H28.11月末現在）
「ゆるり日本画　絵の中の旅」観覧者数　7,913人

「樹をめぐる物語」　　　　　観覧者数 11,552人

「ジャパン・ビューティー」　観覧者数　6,371人(H28.12.11まで開催)
　「飛騨美濃合併140周年記念　岐阜の版画」  H29.1月～2月開催予定 
（３）アートまるケットの開催
　　日比野克彦ディレクション「ながれミながら」観覧者数　39,027人
（４）企画展準備費

　平成29年度以降の企画展の準備、調査。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　各所蔵品展示を生かした、日比野館長ディレクションによる、「ナンヤローネ」No.0 、No.1を開催。新たなアート・コミュニケーションの手法を使った所蔵品の鑑賞を行った。夏には、「アートまるケット」の第2弾を開催し、関連催事なども多数行い、多くの人を集めた。他、４本の多彩な企画展示を開催し好評を得た。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	美術館は県民のニーズに答えて美術品を展示し鑑賞の場を提供するところである。郷土ゆかりの美術家から国内外の著名な作家まで様々な視点から展覧会を行い、広く県民の要望に答えている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	企画展４本により、多くの来館者を得た。日本画の魅力を探る展覧会２本、印象派を中心とした西洋絵画の名品を集めた展示、美濃飛騨合併記念展として岐阜の版画に着目した。所蔵品展示においても、当館の充実したコレクションを改めて来館者に提示することができた。清流を題材にしたアートまるケットは、これまで美術館を訪れたことのない新たな来館者を得ることができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	予算内で年間およそ5本の企画展と8回の展示替による所蔵品展示を行う。幅広い分野をバランスよく取り上げている。また、新聞社や企業の協力協賛を得て広報を充実することで、多くの来館者を得て展覧会収入を上げるよう努力し、経費の配分を十分に考慮して企画展を開催している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
美術館の事業は展示室にとどまらず、館外での活動も増えている。県内の教育施設等との連携事業も増え、携わるスタッフの数が常に足りない状況である。また、新聞等でより効果的な広報を行うためには充分な広報費が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

平成29年度は企画展で、現代の日本画展、日本の現代美術を検証する1980年展、今の世界情勢をアートで捉える「ディアスポラ・ナウ」展、岐阜県の国際情報アカデミー（IAMAS）との連携展を開催予定。
所蔵品展示では、日比野館長のディレクション「ナンヤローネ」をさらに拡大して開催し、来館者に新しい美術鑑賞の仕方を提供する。また、館外での活動や展示の拡大、県内施設との連携をはかる。


